


会社概要
会社名

創 業

本 社

売上高

資本金

決算期

従業員

事業内容

発行株式総数

市 場

オカダアイヨン株式会社

1938年7月（設立1960年）

17,866百万円

3月31日

432名

8,378,700株

東証一部（6294）

大阪府大阪市港区海岸通4丁目1番18号

2,221百万円

建設機械及び林業機械の製造、販売、修理

（'19/3期末）
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オカダアイヨン㈱

札幌、盛岡、仙台、東京（２）、横浜
岐阜、金沢、大阪、広島、愛媛、福岡

㈱アイヨンテック
埼玉（製造工場）

オカダアメリカ

オレゴン、オハイオ、テキサス

タイ駐在員事務所
アユタヤ（2019/6～）

オカダヨーロッパ
ロッテルダム（現地法人）
（2020/1～）
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主力商品動画紹介
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オカダ主力商品

大割機 小割機 鉄骨カッター 油圧ブレーカ

解体アタッチメント
（油圧ショベル先端部分）

ウッドホグ ビッグバス

環境機械
（木材破砕機・林業機械） 6



14%

47% 44%

油圧ブレーカ大割機 小割機

主力製品とその国内シェア（’20/3期 2Q）

37%

鉄骨カッター

日本建設機械工業会発表資料をもとに当社作成（’19/4～’19/9 累計） ※首都圏＝東京・埼玉・千葉・神奈川

13%

63% 49%51%

【全国】

【首都圏】
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売上構成比
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南星主力商品

ウインチ

林業用グラップル ダム建設用ケーブルクレーン
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南星売上構成比

物品販売

舶用クレーン

その他

ケーブルクレーン
金属リサイクル機械

※ 2019年4月～2019年9月 当社売上構成比

林業機械

32.6％

27.5％

13.3％

9.4％

6.4％

10.8％
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※（）内は前年同期比

'20/3期2Q 連結業績（要点）

■連結売上：9,296百万円（＋6.0％）

■経常利益：892百万円（▼2.8％）

�【国内】主力圧砕機：再開発・建替え需要堅調／1Q納期ズレ解消
その他、油圧ブレーカ大型機・修理部品販売も好調

→売上6,246百万円（＋8.9％）ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益645百万円（＋22.7％）

�【海外】北米：景気減速の中、新規開拓・パイプライン需要確保
欧州：現地法人化し、順調に販売網を拡大
ｱｼﾞｱ：貿易摩擦や競合他社との価格競争の影響

→売上1,676百万円（▼3.0％）ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益211百万円（▼32.4％）

�【南星】主力新型機投入・ 計画生産実施で機会損失抑制し売上微増
他方、当初からの予定内であるものの経費負担増

→売上1,373百万円（＋5.0％）ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益45百万円（▼41.1％）

11



‘20/3期2Q 連結業績（売上高・経常利益）
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【‘20/3期2Q 売上高増減要因】

62 

62 
31 

119 

112 

118 65 

51 

2,273

'19/3
２Ｑ

'20/3
２Ｑ

圧砕機

ブレーカ

環境機械

つかみ機

▲補財・修理

その他国内 海外 南星

その他の主な内訳：
カプラー 69
ハイマグ 11

8,773 9,296
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【'20/3期2Q 経常利益増減要因】
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四半期連結キャッシュ・フロー計算書（単位：百万円）
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（単位：百万円）

16



（単位：百万円）地域別（セグメント別）売上（2Q推移）
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海外地域別売上（2Q推移） （単位：百万円）
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経営指標（連結）
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連結業績予想の修正

○国内の受注環境は引き続き堅調ながら、海外（特に⽶国、アジア）の景気減速影響の回復が不透明
○市場開拓が順調に進む欧州の現地法⼈化に伴う⼆か⽉間の決算期変更影響
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中長期経営計画骨子
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「アーチ2020作戦」進捗状況

22



2019～20年度 運営方針
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国内：営業拠点移転・新設
■圧砕機大型化に対応するため修理工場の設備増強

北陸営業所
16年移転新設

本社・関西支店
19年修理棟建替

四国営業所
19年移転新設

ｱｲﾖﾝﾃｯｸ工場
17年修理棟建替

横浜営業所
20年移転新設予定
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南星：オカダとの営業拠点統合
■営業活動の効率化、シナジー向上を目指して

四国営業所 仙台営業所

盛岡営業所
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海外：拠点の充実

オカダアメリカ
オカダヨーロッパ

（20年1月～現地法人化）

オランダ（ロッテルダム）

タイ駐在員事務所
（19年6月～）

タイ（アユタヤ）
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ＳＤＧｓへの取組
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ＳＤＧｓへの取組
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自己株式の取得決定

取得対象株式の種類 当社普通株式
取得しうる株式総数 18万株（上限）

※⾃⼰株式を除く発⾏済株式総数に対する割合 2.21％

株式の取得対価総額 2億円

取得方法 東京証券取引所における市場買付

取得期間 2019年11月13日
〜2020年2月28日
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配当金・配当性向推移 ■10期連続の増配＋自己株式取得実施
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解体マーケット需要（非木造建物の建築面積）

築40年以上

国土交通省「建築物ストック資料」より当社作成
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林業マーケット需要 ■⽊材⾃給率は8年連続上昇（36.6％）
■燃料材の総需要量は対前年15.6％

林野庁「『平成30年⽊材需給表』の公表について」（2019年9月27日発表）


